
事例８ 歌唱と鑑賞を関連させ「思いをもって歌唱表現を工夫する」題材構成の工夫と指導の展開 
○学年     第６学年 

○領域・分野・題材名  Ａ表現⑴歌唱 「詩と音楽との関わりを味わおう」 

○事例のポイント  

①児童の思考・判断のよりどころとなる主な音楽を形づくっている要素は、【音色、強弱、音 

の重なり】である。 

②思いや意図に合った音楽表現をするために、どのような知識を身に付けたり、技能を高めた

りする必要があるかを子どもが主体となって追求する活動を例示する。 

③自分だけでなく、家族や地域の人の思いを自分たちの表現に生かすための指導を展開する。 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 題材名  詩と音楽との関わりを味わおう（５時間扱い） 

 

２ 題材について  

⑴ 児童の実態 

   児童は音楽活動に積極的に取り組み、本校の伝統として引き継がれている鼓笛隊があるこ

とで、休み時間に自主的に音楽の演奏をすることが日常的になっている。音楽表現の得意不

得意にかかわらず、音楽の学習に対して関心が高い児童が多い。 

   これまでに、音楽を形づくっている要素を根拠として児童同士が話し合い、協働的に音楽

づくりをしたり、器楽演奏をしたり、鑑賞活動に取り組んだりしてきた。しかし、歌唱にお

いては児童の思いを深め、音楽表現を工夫する活動よりも、発声やハーモニーなどの技能を

重視した活動に偏りがちであった。 

⑵ 題材について 

本題材では、古くから日本で歌い継がれてきた歌を鑑賞したり歌ったりする。まずは鑑賞    

  する中で歌詞と旋律が一体となった歌のよさを味わいながら、それがどのような表現方法と

して表れているのかをグループや学級全体で確認し共有する。次に、鑑賞したことを生かし

て思いや意図に合った歌い方を考え、話し合う。そして、その思いや意図を伝えるための歌

い方を工夫する。 

このように、思考力、判断力、表現力等と知識及び技能の資質・能力を児童が主体的に身 

に付け、結びつけていく学習を通して、これまでの課題であった「思いを深め、歌で表現す 

る」ことができるようになる。 

また、共通歌唱教材の「ふるさと」について家族や地域の人にインタビューをすること

で、家族や地域の思いを歌で表現したり、「ふるさと」という共通教材で人と人との結びつ

きを感じられたりできるようにする。 

 

 

ＩＣＴ活用の利点 

①Google スプレッドシートで共同編集することで、教師も児童同士もリアルタイムで文章化さ

れた思考を共有することができる。また、題材を通して一つのファイルの中の異なるタブで

「個人での鑑賞」【資料１】→「グループでの歌唱」【資料２】→「個人でのまとめ」【資

料３】を共同編集・閲覧できる。 

②題材を通して上記の活動を積み重ねていくことで、新たな知識の習得、そして思考の変容や

蓄積を、児童本人、児童同士、教師がいつでも確認することができる。 

③言語化された思考力、判断力、表現力等の過程だけでなく、児童同士で撮影した歌唱の動画、

教師が撮影した話合いや演奏の試行錯誤の動画を記録、蓄積していくことで、児童も教師も

表情、歌声、発言等を振り返りや評価に生かすことができる。 

ＩＣＴを活用した主な学習

場面    

児童の思考力、判断力、表現力等の記録・共有 



⑶ 学習指導要領との関連について 

本題材では、学習指導要領のＡ表現⑴ 歌唱ア、イ、ウ(ｲ) (ｳ)、Ｂ鑑賞ア、イを指導する

ものとする。 
   本題材の学習において、児童の思考・判断のよりどころとなる主な音楽を形づくっている要

素は、「音色」、「強弱」、「音の重なり」である。 

 
３ 題材の目標  

⑴  曲想及びその変化と、音楽の構造や歌詞の内容との関わりについて理解するとともに、思い 

や意図に合った表現をするために必要な、呼吸及び発音の仕方に気を付けて、自然で無理のな 

い、響きのある歌い方で歌う技能や、各声部の歌声や全体の響き、伴奏を聴いて、声を合わせ 

て歌う技能を身に付ける。                        <知識及び技能> 

⑵ 音色、強弱、音の重なりなどを聴き取り、それらの働きが生み出すよさや面白さ、美しさを 

感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、曲の特徴にふさ

わしい表現を工夫し、どのように歌うかについて思いや意図をもったり、曲や演奏のよさなど

を見いだしながら曲全体を味わって聴いたりする。       <思考力、判断力、表現力等> 

⑶ 曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わりに興味・関心をもち、音楽活動を楽しみながら主

体的・協働的に歌唱や鑑賞の学習活動に取り組み、詩と音楽との関わりを味わう。                         

<学びに向かう力、人間性等> 

 

４ 教材について  

⑴ 「花」    武島羽衣 作詞／滝廉太郎 作曲 

⑵ 「箱根八里」 鳥居 忱 作詞／滝廉太郎 作曲／長谷部匡俊 編曲 

⑶ 「荒城の月」 土井晩翠 作詞／滝廉太郎 作曲／鹿谷美緒子 編曲 

⑷ 「ふるさと」 高野辰之 作詞／岡野貞一 作曲／浦田健次郎 編曲 

 
５ 学習指導要領の指導事項と〔共通事項〕との関連及び具体的な学習活動 

 
 
 
 
 
 

指導事項 

歌唱ア 歌唱表現についての知識や技能を得たり生かしたりしながら、曲の

特徴にふさわしい表現を工夫し、どのように歌うかについて思いや

意図をもつこと。 

歌唱イ 曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わりについて理解すること。 

歌唱ウ(ｲ) 呼吸及び発音の仕方に気を付けて、自然で無理のない、響きのあ

る歌い方で歌う技能を身に付けること。 

歌唱ウ(ｳ) 各声部の歌声や全体の響き、伴奏を聴いて、声を合わせて歌う技

能を身に付けること。 

鑑賞ア 鑑賞についての知識を得たり生かしたりしながら、曲や演奏のよさ

などを見いだし、曲全体を味わって聴くこと。 

鑑賞イ 曲想及びその変化と、音楽の構造との関わりについて理解するこ

と。 

〔共通事項〕 
ア 音色・強弱・音の重なり 
イ  

具体的な 
学習活動 

・楽器の音色（声色）や旋律の動きを感じ取りながら聴く。 

・曲が表している様子を思い浮かべ、歌声の音色を工夫する。 

・旋律に合わせて体を動かすことで、曲想を感じ取る。 

・歌詞の内容を生かして、強弱表現を工夫する。  

 
 
 
 
 



６ 題材の評価規準          ※丸数字は、全員の学習状況を記録に残す場面 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 
①知曲想及びその変化と音楽

の構造との関わりについて

理解している。    

（鑑賞） 

②知曲想と音楽の構造や歌詞

の内容との関わりについて

理解している。     

（歌唱） 

③技思いや意図に合った表現

をするために必要な、呼吸

及び発音の仕方に気を付け

て、自然で無理のない、響き

のある歌い方で歌う技能

や、各声部の歌声や全体の

響きを聴いて、声を合わせ

て歌う技能を身に付けて 

歌っている。  （歌唱） 

思①音色、強弱、音の重なり

を聴き取り、それらの働き

が生み出すよさや面白さ、

美しさを感じ取りながら、

聴き取ったことと感じ取っ

たこととの関わりについて

考え、曲や演奏のよさなど

を見いだし、曲全体を味わ

って聴いている。（鑑賞） 

思②音色、強弱、音の重なり

を聴き取り、それらの働き

が生み出すよさや面白さ、

美しさを感じ取りながら、

聴き取ったことと感じ取っ

たこととの関わりについて

考え、曲の特徴にふさわし

い表現を工夫し、どのよう

に歌うかについて思いや意

図をもっている。        

（歌唱） 

態①曲想と音楽の構造や

歌詞の内容との関わり

に興味・関心をもち、音

楽活動を楽しみながら

主体的・協働的に歌唱

や鑑賞の学習活動に取

り組もうとしている。 

（歌唱・鑑賞） 

 

１時 ①知 観察・発言・記述   

２時  思① 観察・発言・記述  

３時 ②知 観察・発言・記述   

４時  思② 観察・発言・記述  

５時 ③技 観察・聴取  態① 観察・記述 

 

７ 指導と評価の計画（全５時間） 

時 ◆ねらい   

○学習内容・学習活動 

Ｔ：具体的な発問 

 

○指導上の留意点 

 

事例のポイント 

◎留意事項 

１次◆曲想及びその変化と音楽の構造との関わりについて理解し、歌曲のよさや面白さ、美しさ

を味わう。 
１ ◯「花」の旋律と歌詞の

内容が結びついた歌

のよさや美しさを味

わって聴く。  

・気付いたことや思い

浮かべたこと、感じた

ことを基に、曲のよさ

について話し合う。 

Ｔ：「流れている感じが

した」のは、なぜだ

ろう？「音楽の木」

や知っている音楽

記号をヒントにし

て考えてみよう。 

◯歌詞を音読したり意味につ

いて意見を交わしたりする

ことで歌詞の内容に注目し

やすくする。 

○ピアノ伴奏についての気付

きにも触れ、第３時以降の

歌唱分野の学習に生かせる

ようにする。 
○音色と強弱の特徴と歌詞の 
 内容との関わりを思考判断

のよりどころとして考えら

れるようにする。 
○既習事項を生かして考えら

れるように助言をする。 

ポイント① 

◎【音色、強弱、音の重なり】と

歌詞の内容との関わりについて

の観点を基に思考判断できるよ

う、楽曲を鑑賞する視点を明ら

かにして聴くようにする。 

 

ＩＣＴ活用の利点①② 

◎Google スプレッドシートに共

同編集で考えを記入していくこ

とで、友だちの意見をリアルタ

イムで受け取り、共感や発見の

指摘をし合うことで気付きを深

め、広げていく。 

 
 



２ ◯「箱根八里」と「荒城

の月」の演奏形態の違

いによるよさや美し

さを味わって聴く。 

・２つの曲の違いに注

目しながら曲のよさ

について話し合う。 

Ｔ：音色（声色）の違い

によって、与える印

象は変わるし、思い

浮かぶ風景も変わ

るね。 

○２つの曲の「違い」への注

目を促すことでそれぞれの

曲のよさに気付けるように

する。 

○声の組み合わせ方による違

いによっても様々な曲想を

感じ取ることができること

に気付けるようにし、第３

時以降の歌唱の学習に生か

せるようにする。 

 

ポイント② 

◎曲想を感じ取り、歌い方や声の

組合わせの工夫に話し合いの視

点を置き、歌唱分野の学習に生

かせるようにする。 

ポイント①② 

◎特徴の異なる２曲のうち１曲を

「推す」にあたり、説得力のあ

る根拠を【音色、強弱、音の重

なり】およびそれらと歌詞の内

容との関わり方に求めるように

する。 

【資料１：演奏形態の違いによる合唱の響きのよさや美しさを味わおう。（ワークシート）】 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２次◆「ふるさと」の曲の特徴にふさわしい表現を工夫して歌う。 
３ ◯各声部の特徴や役割

を捉えて歌う。 

・実際に歌いながら、自

分の声部の役割を考

える。 

・声部の役割を踏まえ

て、どのように歌えば

よいかを考える。 

◯歌詞の意味を考えたり風景

を思い浮かべたりしてから

歌うようにする。 

◯副次的な旋律（内声部、下

声部）を担当するグループ

に対して、ピアノで旋律を

弾いて補助し、歌いやすい

環境をつくる。 

ポイント① 

◎どのような歌い方をすればどの

ような思いが感じられるかを問

いかけながら、歌い方の工夫を

試行錯誤できるように促す。 

 

ＩＣＴ活用の利点②③ 

◎歌い方を試行錯誤している様子

を撮影し、振り返りに使えるよ

うにする。 
４ ◯曲想を感じ取り、声の

音色、強弱、音の重な

り方と歌詞の内容と

を関わりについて理

解したことを生かし

て、表現を工夫する。 

・グループごとに演奏

し、実際に歌いながら

どのように歌えばよい

かを考える。 

 

◯グループで歌う様子をタブ

レットで撮影し、動画を確

認し、試行錯誤しながら表

現を工夫できるようにす

る。 

○実際に歌いながら、気付い

たことや具合的にどのよう

に歌うかなどについて、楽

譜データに書き込みながら

表現を工夫する。 

ポイント③ 

◎「ふるさと」に対する家族や地

域の人たちの思いも表現するた

めに、事前にインタビュー活動

を家庭学習として設ける。 

 

ＩＣＴ活用の利点①② 

◎「ふるさと」の楽譜データを

Google スプレッドシートに貼

り、グループで思いや工夫する

点を書き込めるようにする。ま

た、その書き込む様子をリアル

タイムで他のグループや教師が

見られるようにする。 

５ 
本

時 

◯思いや意図に合った

表現をするために必

要な技能を身に付け、

グループごとに三部

合唱をする。 

・グループでどのように

表現したいのかを説明

して、発表する。 
○題材のまとめ 
・題材を通した振り返り

を行い、ワークシート

に記入する。 

◯自分の声部の音程を歌うこ

とに不安があるグループに

対してはピアノで旋律を弾

いて補助する。 

◯どのような思いや意図が感

じられたかを共有する際、

そう感じた根拠を「音色」

「強弱」「音の重なり」と

関連させながら答えられる

ようにする。 

 

ポイント② 

◎思いや意図に合った表現をする

ための技能として、「呼吸」「発

音」「発声」を意識できている

か注目させ、声かけをする。 

 

ポイント①② 

◎互いに歌ったり聴いたりする中

で、「○○を表現するために、

△△のような歌い方をしたから

□□のような表現につながっ

た」という視点を重視して振り

返るようにする。 
 
８ 本時の学習指導について（５／５時） 

⑴ 目標 

① 思いや意図に合った表現をするために必要な、呼吸及び発音の仕方に気を付けて、自然で

無理のない、響きのある歌い方で歌う技能や、各声部の歌声や全体の響きを聴いて、声を合

わせて歌う技能を身に付けて歌う。                                           <技能> 

  ② 曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わりに興味・関心をもち、音楽活動を楽しみながら

主体的・協働的に歌唱の学習活動に取り組む。             <学びに向かう力、人間性等> 

 

 

 

 

 



⑵ 展開 

○学習内容 ・学習活動 

Ｔ：教師の発話 Ｃ：具体的な児童の姿 
○指導上の留意点 

☆評価規準と評価方法 
◯本時の見通しをもつ。 

・表現したい「ふるさと」に必要だと考える呼

吸、発声、発音等の確認をする。 

Ｃ 声色に優しさ、やわらかさをもたせたい 

から、口形や発音を意識して発声しよう。 

◯グループごとに発表前の確認をする。 

・表現したい思いやイメージを再確認し、考

えた歌い方の工夫に結びついているかを再

考する。 

・実際に歌っている様子をＩＣＴ端末で撮影

し、表現と技能の結びつきについてよりよ

い表現になるように歌い方を追求する。 

Ｔ その歌い方で伝えたい思いが表現できる

かＩＣＴ端末で撮影して確認してみよう。 

◯本時に実践したい工夫を意識した発声をする

よう声をかける。 

○保護者や地域の人の思いや曲の歌詞の内容を

踏まえて、強弱記号等をどのように生かして歌

えばよいかを考え、様々な音楽表現を試しなが

ら実現できるように促す。 

◯「思いや意図に合った表現をするために、どの

ような技能が必要か」を確認できるような発問

をする。 

◯実際に歌ってみたり、動画を撮ったり、撮った

動画を見たりするなどして、よりよい表現を追

求できるようにする 

◯ハーモニーに不安があるグループにはピアノ

等で補助をする。 

【資料２：児童が実際に楽譜に記入した思いや意図（ワークシート）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



◯グループごとに合唱を発表する。 

・どんな思いやイメージをもって歌うのか、

また、その思いや意図に合った表現をする

ためにどんな技能を用いるのかを事前に説

明する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・聴く側は表現と技能が結びついていたか、

という視点で発表を聴き、感想を書く。 

Ｔ どういう歌い方をしていたからどのよう

な思いが伝わってきた、という書き方をし

よう。 

○題材を振り返る。 

 本題材で学んだことや発表を終えて感じた

ことをワークシートに記入する。 

◯スプレッドシートに書き込まれた思いや意図

と音楽表現との関連についての記述を見なが

ら、実際にそれらがどのように表現されている

のかを確認できるようにする。 

☆技観察・聴取 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯感想はスプレッドシートに入力し、リアル タ

イムで全員が共有できるようにする。特 に注

目してもらいたい感想については取り 上げ

る。 

 

○本題材を通して学んだことや、今後の音楽の学

習に生かしていきたいことなどを具体的に記

載できるように助言する。 

☆態観察・記述 

＜③技の評価例について＞ 
【「十分満足できる」状況（Ａ）と判断した例】 
・思いや意図に合った表現をするために必要な、呼吸及び発音の仕方に気を付けて、自然

で無理のない、響きのある歌い方で歌う技能や、各声部の歌声や全体の響きを聴いて、

声を合わせて歌う技能をおおむね身に付け、歌っている。 

 
【「おおむね満足できる」状況（Ｂ）と判断するポイント】 
・思いや意図に合った表現をするために必要な、呼吸及び発音の仕方に気を付けて、自然

で無理のない、響きのある歌い方で歌う技能や、各声部の歌声や全体の響きを聴いて、

声を合わせて歌う技能を十分身に付け、歌っている。 

 
【「努力を要する」状況（Ｃ）と判断されそうな児童への働きかけの例】 
・思いや意図に合った表現をするために、どのような歌い方をすればよいかについて、鑑

賞やこれまでの歌唱の学習で学んだことを具体的に例示し、実際に一緒に歌いながら呼

吸、発声、発音等の確認をし、歌い方を試みることができるようにする。 



【資料３：発表を終えての感想（ワークシート）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
９ 抽出児童（Ａ児・Ｂ児・Ｃ児・Ｄ児）の変容について 
 【資料１】から 教師の声かけ 【資料２】から 【資料３】から 

 

A 児 

音色の違いによって

思い浮かぶ風景が変

わることに気付いて

いる。 

「音色の違いを自分

たちの歌に生かすた

めには、どんな工夫が

できるかな？」 

声色をそろえるため

に必要な練習方法を

提案している。 

 

声量のバランス

と口形の工夫を

表現につなげる

ことができた。 

 

B 児 

音色の違いによって

与える印象が変わる

ことに気が付いてい

る。 

「音色の違いによる

印象の変化を自分た

ちの歌にも生かして

みよう。」 

一人が歌っているよ

うに声色をそろえる

ことで風景を想起さ

せようとしている。 

思いを伝えるた

めに必要な技能

を具体的に実現

できた。 

 

C 児 

なぜ悲しい印象を抱

くのかという根拠が

ない。 

「なぜ悲しく感じる

のかな？音楽の要素

から探してみよう。」 

デクレシェンドで弱

めるタイミングをそ

ろえることで懐かし

む 感 じ を 出 し て い

る。 

自分がイメージ

するために必要

な技能を具体的

に実現できた。 

 

D 児 

なぜ明るく感じ、耳に

残るのかという根拠

がない。 

「なぜ明るく感じ、耳

に残るのかな？どん

な工夫がされている

と思う？」 

強弱のタイミング、

休符を意識すること

で「忘れたくない思

い」を表現している。 

表現に必要な技

能の一つとして

ブレスを意識す

る こ と が で き

た。 



10 「ふるさと」を歌い継ぐ子供の思い 

 ・歌っている側も自分の親が言っていた風景が浮かんだのでこの歌い方をこれからも続けたいで

す。 

 ・大人になった時に自分たちが歌ったことを思い出して、その時の思いでまた歌ってみたいです。 
 ・親も歌っていたらしいので、今度は親とハーモニーを作ってみたいです。 
 ・自分たちが大人になった時に、子どもたちがどんな風に歌うのかが楽しみです。 


